魚沼産コシヒカリを食している皆様へ
平成23年3月11日の原発事故による放射能汚染被害が、各地に広がっています。

　とりわけ毎日の食の中心である『米』に心配が集中するのは、日本人として当然であると思います。

　私たち生産農家も心身ともに疲れる心配をしております。

　ガク・グリーンファーム広瀬（魚沼市旧広神・広瀬雁坂下）の圃場での取り組みの一端をご報告して、汚染対策に理解していただき『安全の米』をお届けいたします。
　毎年稲刈り後、圃場を耕転して約15cmの深さに水を張り、冬水たんぼで春を迎えます。

昨年春は、放射能汚染は雪の上に降下したのではないかと思うので、雪解け水と一緒にたんぼの水を流して除染？をして農作業に入りました。

　収穫後『玄米』の検査をして安全を確かめて販売を開始することにしました。

検査の結果は別紙、測定のとおりですが、『玄米』食で健康を維持する消費者、購入者がいますので、検査機関にその由を伝えて、検査をしていただきました。
　平成24年度の栽培は、23年秋の稲わらと圃場の土の放射能検査をして安全を確認して、24年春に耕起をしました。
もちろん冬も水田に水を張り、冬水たんぼにして春を迎え、雪解けと同時に排水し除染をしました。
24年産の耕起後の圃場への入水は、万一に備え水口に『籾殻ネット』を配置し、水を浄化する安全対策を講じました。

以上ご報告して、これからも『安全な魚沼産コシヒカリ』をお届けします。ご指導とご支援をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年10月23日

魚沼市長堀新田299番地

ガク・グリーンファーム広瀬

覚張義博・覚張健

連絡　090-5812－1313　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fax　025-799-3469

定量下限値　ヨウ素－131：1Bｑ /kg、セシウム－134：1Bｑ/kg、


セシウム－137：1Bｑ/kg　　　23年産玄米　検出せず
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